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１. Webサービスとは何か
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WebブラウジングからWebサービスへ

HTML主導型Web XML主導型Web 
情報の可視化 情報の構造化

Web ブラウザ アプリケーション対応

人が直接使う 人とアプリケーションが直接使う

ブラウザを用いたインタラ
クティブな情報閲覧には適
しているが、
複数システムを連携させよ
うとしても、常に人間の介
在が必要である。

複数システムの連携が、人間の介在なしに実現可能

商品の受発注の自動化

密結合
（社内LAN)

社内EAI
（WebEAI)

疎結合
（インターネット)

企業間SCM
(ﾏｰｹｯﾄﾌﾟﾚｰｽ)

標準インタフェース
(SOAP, UDDI)

疎結合
（インターネット)

インターネット上にまたがるサービス連携
(Web サービス)

サービス統合の自動化

Web/HTML
情報ブラウジング基盤
ユーザインタフェース

Web/HTML
情報ブラウジング基盤
ユーザインタフェース

Web/XML
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ連携のｲﾝﾌﾗ
商取引ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

Web/XML
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ連携のｲﾝﾌﾗ
商取引ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

Webサービス
企業間に亘るビジネスを
動的に統合するｱｰｷﾃｸﾁｬ

Webサービス
企業間に亘るビジネスを
動的に統合するｱｰｷﾃｸﾁｬ
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1.1 Webサービスとは
インターネット上の標準プロトコルを使用したWebサーバ上の

コンポーネントであり、これらを組み合わせて新たなサービスを構築

企業A

企業B

企業C

インター
ネット
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1.1 Webサービスとは
インターネット上の標準プロトコルを使用したWebサーバ上の

コンポーネントであり、これらを組み合わせて新たなサービスを構築

新たなサービスを動的に構成 → Just-in-time Integration

企業A

企業B

企業C

公開
公開

公開されたサービスを組み合わせて利用

WebサービスA

WebサービスB

統合サービス
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Webサービスによるシステム（1）

ECサイト運営会社

ユーザー・インターフェイス

商品管理 顧客管理 配送管理 代金決済

ECサイト運営会社

ユーザー・インターフェイス

商品管理 顧客管理

物流ASP

決済ASP

配送管理

代金決済

インターネット

従来のシステム

Webサービスを利用

ASPがインターネットに公開したサービスをシステム構築に利用

ASPが公開する
Webサービスを利用

出展：日経インターネットテクノロジー2000.11
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ブラウジング

ブラウジング
ブラウジング

Webサービスによるシステム（2）

インターネット鉄道会社

Webサービス間で連携がとられ、　統合サービスとして
利用ユーザに対する最適解が得られる

ホテル

旅行代理店

•利用する列車は？
•ホテルの空室は？

etc…

出展：日経Windows2000  2000.9 に修正/加筆
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Webサービスによるシステム（2）

インターネット鉄道会社

Webサービス間で連携がとられ、　統合サービスとして
利用ユーザに対する最適解が得られる

ホテル

旅行代理店

Webサービスにアクセスして
データを引き出す

Webサービスにアクセスして
データを引き出す

ユーザが求める旅行を
自動的に組み立てて回答

旅行代理店に対
してプランを照会

•利用する列車は？
•ホテルの空室は？

etc…

出展：日経Windows2000  2000.9 に修正/加筆
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多数の保険会社からの見積もりを取りまとめて顧客に提示し、
保険の申込みも仲介。

(1) 見積り要求

(3) 見積り一覧

(2) 見積り
　　データ収集

保険ポータル

保険会社Ａ
ＸＭＬ、ＳＯＡＰ

1.2  Ｗｅｂサービスの事例（１）: 保険ポータル

顧客

保険会社Ｂ

保険会社Ｃ

保険会社Ｄ顧客のメリット：
　見積りに必要なデータを保険
　会社毎に入力することが不要
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顧客 Webショップ 製品メーカ

部品メーカ１

部品メーカ２

部品メーカ３

(1) 購入 (2) 製品発注 (3) 部品発注

製品受注に対し、製品メーカーの生産計画を参照し、さらには
部品メーカの生産／納品計画も参照し、納期を回答。

XML data

(6) 発送日
　　回答

　　　Ｗｅｂサービスの事例（２）: ＳＣＭ

(4) 部品
　　　納期回答(5) 製品

　　納期回答

顧客のメリット：
　正確な納期をワンストップ
　で入手可能

ＸＭＬ、ＳＯＡＰ
ＸＭＬ、ＳＯＡＰ
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旅行代理店

　　Ｗｅｂサービス事例（３）：総合出張サイト

社員

(1) 出張計画

(5) 出張処理

旅行手配レジストリ

(2) 旅行手配 (3) 予約

航空会社

ホテル

鉄道会社

(4) 旅行計画

人事勤労
システム

社内の出張処理システムの中に旅行代理店の旅行手配サービス
を組み込んで提供。

社員のメリット：
　社内外の処理をまとめて
　手配可能。

社内イントラネット
インターネット

ＸＭＬ、ＳＯＡＰ

ＸＭＬ、ＳＯＡＰ

ＵＤＤＩ、
ＷＳＤＬ

勤務管理
ＤＢ

・社外のサービスを社内のシステムへの取り込み
・WebサービスをＵＤＤＩ検索することで動的なサービスの連携/統合
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1.3 Webサービスの技術的特徴

• 「インターネット上で提供される
疎結合型ソフトウェアコンポー
ネント」（ガートナーグループ）

– インターネット標準のHTTPの上
で、fire wall を越えて XMLによっ
て相互に結合

– サービスの実装(言語、ソフト、ハー
ド)を隠蔽して、インタフェースの公
開/検索/呼出による結合

– インターネット上の既存アプリケー
ションを部品として利用することで、
開発期間を短縮、費用を削減、コ
アコンピタンスへの集中を助長

サービスブローカ

サービス利用者 サービス提供者

登録検索

結合

UDDI

XML+SOAP

サービス

サービス
定義

サービス
定義

疎結合なアクター(利用者、ブローカ、提
供者)をつなぐためのサービスモデル
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1.4  ビジネスへのインパクト

• パッケージ化したサービス提供ビジネスから、専
門サービスの提供ビジネスと統合ビジネスに分
化(decompose & integrate)

• ビジネスパートナーの組み替えを促進

• 新しいビジネスモデルを用いたビジネスへの新
規参入を助長

• 顧客向けにパーソナライズ、状況に合わせたビ
ジネスなど、ビジネスの柔軟性が必要とされる



© NEC Corporation 2002 15

２. Webサービスを支える技術
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Webサービスを支える技術
• XML(eXtensible Markup Language)

– タグを使って構造化された電子文書

• SOAP(Simple Object Access Protocol)
– 分散システム間で構造化された型付き文書情報を交換するためのXML

ベースのメッセージングプロトコル
– アプリケーションやトランスポートプロトコルによらない情報交換のため

の標準

• WSDL(Web Services Description Language)
– サービスの呼出手続きのインターフェースを規定するための XML フォー

マット

• UDDI(Universal Description, Discovery and Integration)
– Web サービスのための分散型情報レジストリの仕様
– サービスの記述の登録と検索のための標準仕様

• WSFL(Web Services Flow Language)
– 企業間、企業内の Web サービス統合に関するワークフローを定義する

言語
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2.1 Webサービススタック

ネットワーク

XML Messaging
サービス定義

HTTP, email
SOAP

WSDL

サービス登録

サービス検索
UDDI

WSFL サービスフロー

標準化技術
仕様はほぼ完成

ビジネスルールXAML, S2ML
Rosetta Net, ebXML

共通サービス

個々のWebサービス

HailStorm

ビジネス領域
Sier、xSP が
様々なサービスで
差別化を狙う

新技術領域
各社が新技術を投入する
可能性がある分野
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XML とは
（eXtensible Markup Language）

インターネット時代の新しいドキュメント記述言語
[特徴]

– SGMLから受け継いだタグを用いた簡便な記述性
– HTMLから受け継いだシンプルな文法
– 人が見て利用する情報の表現手段に加えて、コン

ピュータ・アプリケーションとの連携を可能にする
– XML 上で新しい標準化が次々と進展

• XML Schema: XML で書いた XML 文書定義
• RDF: リソース定義フォーマット
• XSLT: XML 文書の変換ルール
• XML Signature: XML 文書への署名
• S2ML: シングルサインオンを実現する規約
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XML文書の例

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?>

<!DOCTYPE orderlist SYSTEM "http://www.nec.com/orderlist.dtd">

<orderlist>
<order priority=“high”>

<date>2000/07/07</date>
<item>PC-LM500J32D</item>
<volume>12</volume>

</order>
<order priority=“middle”>

<date>2000/09/03</date>
<item>PC-LC600J34DR</item>
<volume>8</volume>

</order>
</orderlist>

DTD宣言
（独自のDTDを使用を宣言）

文書本体
（XMLインスタンス）

文字符号化方式とし
てシフトJISを利用

XML宣言
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2.2 SOAP
インターネットに分散したシステム間で構造化された型付きメッセージを
交換するためのXMLの標準案。

<SOAP-ENV:Envelope
xmlns:SOAP-ENV="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/"
SOAP-ENV:encodingStyle="http://schemas.xmlsoap.org/soap/encoding/">
<SOAP-ENV:Body>

<m:GetLastTradePrice xmlns:m="Some-URI">
<symbol>DIS</symbol>

</m:GetLastTradePrice>
</SOAP-ENV:Body>

</SOAP-ENV:Envelope>

<SOAP-ENV:Envelope
xmlns:SOAP-ENV="http://schemas.xmlsoap.org/soap/envelope/"
SOAP-ENV:encodingStyle="http://schemas.xmlsoap.org/soap/encoding/"/>
<SOAP-ENV:Body>

<m:GetLastTradePriceResponse xmlns:m="Some-URI">
<Price>34.5</Price>

</m:GetLastTradePriceResponse>
</SOAP-ENV:Body>

</SOAP-ENV:Envelope>

RPC呼出

RPC返り値
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SOAPを使うことの利点

XMLで記述されたメッセージをHTTPやSMTP等
の標準プロトコルを使ってメッセージを伝える

（１）インタフェースの違いを吸収できる
DCOM、CORBA、JavaTM RMIなどアプリケーションに
よって通信プロトコルが違う場合、SOAPを使うことによっ
て連携が容易になる

（２）ファイアーウォールを越えられる
企業で使用しているファイアウォールは、通常、DCOM、
CORBA、JavaTM RMIが使う通信プロトコルを通す設定
にはなっていない

XMLの利点

HTTPの利点



© NEC Corporation 2002 22

2.3 WSDL
WSDL(Web Services Description Language) は、サービスの
エンドポイントで交わされる手続き呼出のインターフェースと
プロトコルを規定するための XML フォーマット。

<?xml version="1.0"?>
<definitions name="StockQuote"

targetNamespace="http://example.com/stockquote.wsdl"
xmlns:tns="http://example.com/stockquote.wsdl"
xmlns:xsd1="http://example.com/stockquote.xsd"
xmlns:soap="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/soap/"
xmlns="http://schemas.xmlsoap.org/wsdl/">

<types>
<schema targetNamespace="http://example.com/stockquote.xsd"

xmlns="http://www.w3.org/1999/XMLSchema">
<element name="TradePriceRequest">

<complexType>
<all>

<element name="tickerSymbol" type="string"/>
</all>

</complexType>
</element>
<element name="TradePrice">

<complexType>
<all>

<element name="price" type="float"/>
</all>

</complexType>
</element>

</schema>
</types>

<message name="GetLastTradePriceInput">
<part name="body" element="xsd1:TradePrice"/>

</message>

<message name="GetLastTradePriceOutput">
<part name="body" element="xsd1:TradePriceResult"/>

</message>

<portType name="StockQuotePortType">
<operation name="GetLastTradePrice">

<input message="tns:GetLastTradePriceInput"/>
<output message="tns:GetLastTradePriceOutput"/>

</operation>
</portType>

<binding name="StockQuoteSoapBinding" type="tns:StockQuotePortType">
<soap:binding style="document" transport="http://schemas.xmlsoap.org/soap/http"/>
<operation name="GetLastTradePrice">

<soap:operation soapAction="http://example.com/GetLastTradePrice"/>
<input>

<soap:body use="literal" namespace="http://example.com/stockquote.xsd"
encodingStyle="http://schemas.xmlsoap.org/soap/encoding/"/>

</input>
<output>

<soap:body use="literal" namespace="http://example.com/stockquote.xsd"
encodingStyle="http://schemas.xmlsoap.org/soap/encoding/"/>

</output>
</operation>

</binding>

データ型
の定義

メッセージ
の定義

プロトコル
バインディング

操作の
定義
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2.4 UDDIのアーキテクチャ
• SOAPサーバを連携させたアーキテクチャ
• UDDI の基本ドキュメントには、ビジネス(会社情報)/サービ

ス/接続方法を記述
• WSDL に動的なサービス接続情報(インタフェース)の記述
• WDS に静的なサービス検索情報

ビジネス
サービス
接続方法

サービスの
検索情報

WDS

サービスの
インタフェース

WSDL

UDDI

サービス

SOAP Server

サービス
プロキシ

deploy

register

1

2

ブローカ
(SOAP Server)

0 予備検索

利用者

4find

WEB Server
(SOAP Server)

3
access

5
bind

html/http
SOAP/http
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2.5 最小構成の Webサービス用サーバ

• これまで、Webに公開していたサービスをSOAP 
インタフェースで公開する。
– 株価情報、天気予報のようなメソッド呼出だけで終わ

るサービスなら、すぐに Webサービス化が可能
– 優良コンテンツがあれば、アクセス権によるビジネス

が可能

Web サービス用サーバ

Web
サーバ

SOAP
サーバ

SOAP XML 既存サービス
コンポーネント

サービス用
DB

外部からの
サービス
呼出 SOAPサーバ

に登録
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2.6 高度なWebサービス向けアーキテクチャ

• SOAP で呼び出せるサービスをWSDL で定義し、UDDI 
に公開。

• ビジネスプロセスエンジンが、サービス統合を支援
– 取引プロトコルを忠実に実行
– サービスの一部を、外部の Webサービスに委託

Web サービス用サーバ

Web
サーバ

AP サーバ

XML
プロトコル
ハンドラ

SOAP XML

ビジネス
プロセス
エンジン

サービス
コンポーネント

レガシーシステム
ラッピング

レガシー
DB

サービス用
DB

外部
Web

サービス
ディレクトリ
サービス

SO
A

P

SO
A

P
ebXML
RosettaNet
その他の
　SOAPアクセス
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３. Webサービスのビジネス
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3.1 Web サービスのビジネス領域

• 鉄道、航空、ホテル、イベントなどのチケット予約/販売を行う複数のサー
ビス提供企業を、インターネット上で統合的にサービス

• 企業向けの出張予約システムのアウトソーシング
旅行業

特長ビジネス領域

• 中小企業向けに、ビジネスプロセスの管理・運用サービスを代行するため
のホスティングサービス。

ビジネスプロセスの代行
サーバの運用サービス

• ブラウザ向けのeマーケットプレース構築を脱し、企業間をつなぐWeb サー
ビスへ。

• 企業内 EAI に、サービスのアウトソーシングを含めた新しいビジネスモデ
ルが出現。

マーケットプレース/EAI

• 複数官庁間にまたがる行政のワンストップサービスの実現方法に Web 
サービスを利用。

• 既存のWeb ベースのオンライン行政サービスを、Web サービスベースの
システムに置き換え。

官公庁のオンラインサー
ビス

• パッケージ化された金融サービスから、顧客指向でサービスを組上げる
カスタマイズ型の金融サービスへ。

• 複数の金融関連業者間をつなぎ、新たな金融業のバリューチェーン構築。
金融業
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3.2 Webサービスのビジネスパターン
直接サービス
の提供

C P

C P
個人情報の
管理/提供

C
P

M
サービスの仲介
ポータル

イントラネット

C
P

M
企業内ポータル
向けの
サービス提供

イントラネット

C

P
M

企業内ポータル
構築

イントラネット

C M
P

Webサービス
ゲートウェイ

イントラネット

C M
P

携帯端末向け
企業ポータル

代理人契約

C
P

代理人ビジネス
(決済他)

C M
P

プロセス実行
代行 ASP

C
P

プロセス記述の
販売
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3.3 Webサービスのメリット
Webサービスのプレーヤー

旅行代理店
航空会社

ホテル

レンタカー

旅行用品

最終顧客

Webサービス
統合者

Webサービス
提供者最終顧客

NEC
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Webサービスで期待されるメリット
• 最終顧客にとって

– いつでも、どこでも様々なデバイス（携帯電話、PDA、PCなど）から
サービスに接続できる（ユビキタス・コンピューティング）

– ひとつずつページのリンクを辿るのではなく、最適なサービスを自
動的に検索してくれる

– ワンストップ・シングルログオンで複数サービスを受けられる
– 個人向けにカスタマイズされたサービスを受けられる

• Webサービス統合者にとって
– 自社に無い機能を外部機関にアウトソースできる
– ワンストップサービスの提供が容易になる
– 取引先のバリエーションが増え、サービスの魅力が増す
– 異業種による新しいパートナー関係から新しいビジネスが生まれる

• Webサービス提供者にとって
– 自社の得意な領域に資源を集中できる
– レジストリを通じて、新しい取引相手を見つけることができる
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Webサービスで期待されるメリット
（開発者の視点から）

• Webサービス統合サイトの開発にとって
– ポータルサイトの構築が容易になる

– 処理の自動化を行うのが容易

• Webサービス提供サイトの開発にとって
– プロトコルがオープンなので、インターネット、

イントラネットを問わず、様々なプラットフォー
ム間での連携が可能

– システム連携の開発コスト削減が見込める
– データはXMLなのでシステムの変更が容易
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４. Webサービスに対する業界動向
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4.1 北米ベンダー動向

• HP
– 1999年頃から、e-services というキーワードで、インターネットのビ

ジネス統合のビジョンを打ち出す。

• Microsoft®

– Windows® の後継として、.NET の構想を打ち出す。ネットワーク
からのソフトの提供を含めて、Windows® のインターネット版を狙
う。C#, CLR による統合を

• IBM®

– Web Services Architecture という標語の下に、これからのシステ
ムインテグレーションのプラットフォームを提案

• Sun™
– Microsoft® に対抗して、Java™ によるソリューション構築を主張。
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4.2 標準化動向

• W3C
– SOAP ベースに、XML Protocol の規格を検討中

– WSDL をNoteとして受け付け (2001/3)

• ebXML
– UN/CEFACT, OASIS が承認 (2001/5)
– メッセージング(SOAP)、レジストリ/レポジトリから、ビ

ジネスプロセス定義スキーマやパートナー間契約文
書まで、幅広い標準化を推進

• UDDI
– ビジネスディレクトリのアクセスインタフェースを標準

化 (第2版 2001/6)
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５. ＮＥＣの取り組み
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NECのWebサービス製品群
• Web/AP サーバ: WebOTX, WebLogic Server
• ビジネスフローエンジン: BizEngine/Base
• ＸＭＬプロトコルハンドラ：BizEngine/WS
• UDDI: WebOTX UDDI Registry

Web サービス用サーバ

Web
サーバ

AP サーバ

XML
プロトコル
ハンドラ

SOAP XML
フロー

エンジン
サービス

コンポーネント

レガシーシステム
ラッピング

レガシー
DB

サービス用
DB

外部
Web

サービス

ディレクトリ
サービス
UDDI

SO
A

P

SO
A

P
Web

サービス
利用者

WebOTX WebLogic

BizEngine

WebOTX
UDDI

registry
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5.1　ビジネスフローエンジン

・ＸＭＬ文書でサービス・リクエストを受付
・社内システム呼出し、他のＷｅｂサービス呼出し、サービスの組合

せ等をプロセス定義に則って実行
・ＸＭＬ文書のサービス結果を返却

プロセス定義

SOAPSOAP

受信受信

XML送信XML送信

結果出力結果出力

プロセス生成プロセス生成

出張手配システム

SOAPSOAP

出張手配結果表示

出張手配

結果
通知

SOAPSOAP

SOAPSOAP受信受信

XML送信XML送信

旅行代理店

勤務管理

旅行手配

勤務管理
ＤＢ

ビジネスプロセスエンジン

1
2

34

1
2
3
4

呼出
社内接続
社外呼出
返却
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プロセスインタプリタ

プロセス格納DB

現行のプロセスエンジン 高速プロセスエンジン

高速プロセスインタプリタ

プロセス格納DB

永続プロセスサーバ

キャッシュ管理

スケジューラ

汎用アプリケーションサーバ

キャッシュ管理 スケジューラ

BizEngine/Base の特長

　・プロセス単位のキャッシュでＤＢアクセスを効率化
　　　←　研究所のエージェントサーバ技術を活用

　・プロセスインタプリタで不要なＤＢアクセスをブロック
　　　←　外部に影響を与えない更新はキャッシュのみ更新

・オブジェクト単位
　にキャッシュ
・全更新毎にＤＢ
　に格納

・プロセス単位
　にキャッシュ
・外部に影響する更
　新のみＤＢに格納
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5.2　ＵＤＤＩレジストリ

・ビジネス/サービス/接続方法に関する文書を登録し、利用者
に検索機能を提供
- 登録、検索のインタフェースもSOAP から利用できる。

・動的なＷｅｂサービスの選択/統合を可能に

ビジネス
提供者
情報

サービスの
内容

サービスの
インタフェース

WSDL

UDDI

Ｗｅｂサービスプロバイダ

サービス
プロキシ

実装

登録

1

2

ブローカ

0 予備検索

利用者

4検索

Ｗｅｂサイト
（ポータル）

3
参照

5
バインド

ＨＴＭＬ

ＳＯＡＰ/ＸＭＬ

サービス
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WebOTX/UDDIの特長

UDDI
レジストリ
サーバ

Webサーバ

UDDIレジストリ

RDB

SOAP
ライブラリ

Publishing
（登録）

Inquiry
（検索）

Administration
（管理）

http
SOAP

メッセージ

httpshttps

http

UDDI
管理者

管理，登録用
インタフェース

利用者
登録

UDDI API 
Specification準拠

・ＵＤＤＩV.2.0（2001年6月承認）に準拠

・ＵＤＤＩXML 文書の蓄積/検索をRDB にマップする技術を確立。

サービス
利用者

サービス
提供者

管理ポリシー
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5.3　ｅｂＸＭＬプロトコルハンドラ

ビジネスプロセス定義ビジネスプロセス定義

レジストリ
インタフェース

レジストリ

CPPCPP CPPCPP

ビジネスアプリビジネスアプリ ビジネスアプリ.ビジネスアプリ.

CPACPA

実装

サービス
インタフェース

サービス
インタフェース

サービス
インタフェース

サービス
インタフェースビジネス文書交換

登録

プロセスモデル
の実装

CPP 検索 CPP 検索

ビジネスプロセス定義スキーマから、レジストリ、メッセージ配送ま
で、幅広い規格

CPA: Collaboration Partner Agreement,  CPP: Collaboration Partner Profile

ビジネスプロセスレベル

レジストリレベル

メッセージ配送レベル

ビジネスプロセス
記述方法(UML, XML)
を規定

各種サービスの
レジストリへの登録
/検索方法を規定

WSFL(IBM), WSCL(HP)

UDDI

メッセージ配送順序、
確認方法、文書添付
方法等を規定

有力
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BizEngine/WSの特長

メッセージ受信部

メッセージ送信部

ログ

再送
処理送信

受信

キュー

キュー

送信
関数

重複文
削除

順序
保証

受信
関数

送信サービス

プロセスへのメッセージ配送
プロセス
エンジン

プロセス

プロセス

送信
処理

メッセージ
DB

振分

受信
処理

起動
処理

エラー

受信文
保存

ebXML プロトコルハンドラ

• ebXML の高信頼メッセージサービス仕様を完全サポート
• マルチスレッドで高スループット、デッドロックフリーな設計。
• 障害発生時に障害時点からの再起動可能。
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6. Webサービス発展のステップ
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Webサービス発展のステップ

XML, SOAP

•F/W 越えしたサービ
ス呼出

•異なる計算機上の
サービスを同一イン
タフェースで統合

•強い単発のサービスを
Webサービス化して提供

•サービスのアウトソーシン
グによるビジネスの補強

• inB 領域における社内情
報システムの統合

グループ内UDDI, WSDL
ebXML, RosettaNet, 

.NET, HailStorm
UDDI, WSFL, UBL

Step 1 Step 2 Step 3

適用
技術

特
徴

ビ
ジ
ネ
ス
領
域

•グループ企業内ビジネ
スディレクトリの運営

•ワークフロー定義に基
づくサービス統合

•RosettaNet 等の先行ビ
ジネスプロセスの Web
サービス化

•Webサービスを用いた
B2B の固定取引が本
格化

•複数サービスのアグリ
ゲーションを行うASP
ビジネスの台頭

•パートナーのダイナミッ
クな検索

•オンラインのビジネス
契約基づく取引

•企業間ワークフローの
設計と実行、再利用

•ビジネスパートナーと
の動的なバリューチェー
ン構築が本格化

•サービス品質を保証す
る保険サービス、高信
頼レジストリの出現

シンプルWebサービス Webサービス統合 動的Webサービス統合
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７．Webサービスの課題
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Webサービス・ビジネスの課題

• Webサービス利用者にとって
– 個別サービス品質の見極め責任を負うことになる

• Webサービス・アグリゲータにとって
– 統合する個々のWebサービスの品質確認が必要

• 最終顧客に保証するに足りるサービスを提供してもらえるか

• 最終顧客にサービスを提供する時に、そのサービスが確実に利用
できるか

• Webサービス提供者にとって
– 競争が激化し、良いコンテンツを持つものだけが生き残る

– 価格競争に拍車がかかる



© NEC Corporation 2002 47

Webサービス・システム開発者の課題

• XML文書処理は、従来の通信プロトコルよりも
データ量、処理量が増大
– パフォーマンスの低下への対策
– XML文書のデータベースへの格納方法

• サービス統合を正しく行えることの検証の必要性
– 取引プロトコルどうしの整合性の検証

• 設計時のプロトコルの整合

• 実行時のプロトコルの整合

• 動的な分散システム設計開発におけるデバッグ
や実行同期などの開発作業
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８. まとめ

• Webサービスに対する活動が非常に活発
– 米国企業の製品発表
– 標準化動向(SOAP, UDDI, WSDL, ebXML)

• 「見る」Webから、「使う」Webへ
– ビジネスを対象にしたインターネット技術
– サービスの組合せで、システム構築

• ビジネスへのインパクト
– ビジネスパートナーの入れ替えが容易に
– 実行時の状況で、サービスの選択が可能
– 全てのサービスを持たない企業でも、社外のサービス

を統合して、顧客に提供することが可能
– 新しいビジネスモデルの登場
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登録商標
• Sun™ , Java™, Solaris™は、米国Sun Microsystems の商

標あるいは登録商標です。
• Microsoft®, Windows®, Visual StudioTM , BizTalkTM, 

SharepointTM は、米国 Microsoft の商標あるいは登録商
標です。

• IBM®は、米国 IBM の登録商標です。

• BEA WebLogic® は、米国 BEA Systems の登録商標です。


